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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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ま
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きしもとさとこ 1974年東京生まれ。高校時代に環境問

題に関心を持ち、大学で環境社会学を専攻。環境ＮＧＯ

「A SEED JAPAN」をへて、結婚を機に2001年にオランダ

に移住。03年から同国のＮＧＯ「トランスナショナル研

究所」の研究員に。08年にベルギー移住。新自由主義や

市場原理主義に対抗する公共政策の立案や、世界各国の

市民運動の支援を行い、新婦人しんぶん（2021年７月）

に、水道民営化に抗する世界の動きを寄稿。2022年４

月、「住民思いの杉並区長をつくる会」の要請に、出馬

を決意。市民と野党・地域政党７党が推薦し６月、187

票の僅差で自公の現職を破り初当選。全国首長九条の会

にも参加し、「憲法を地域から生活からを掲げて選挙を

たたかってきた」と語った。著書に『水道、再び公営

化！ 欧州・水の闘いから日本が学ぶこと』（集英社新

書）『私がつかんだコモンと民主主義―日本人女性移

民、ヨーロッパＮＧＯで働く』（晶文社）など。

７月日、初登庁で市民の声援にこたえる岸本さん

（写真は２枚とも「住民思いの杉並区長をつくる会」提供）
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